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ᚋは、タイプの異なる」ᩘのプログラ࣒㐠Ⴀ⤌⧊に対してこのࣔデルを㐺用し、さらなるࣔデルの

ᨵゞを行いたい。「プログラ࣒評価のための VSM」は⤌⧊構造に╔目した㟼的ࣔデルであり、⤌⧊を担

うアクターのಶே学⩦と⤌⧊学⩦の࣓カ࣒ࢬࢽに╔目した動的ࣔデルとの᥋合もᚋの研究課題であ

る。 
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♫会問題のゎỴを┠指した研究開発プログラムの機⬟とアクター 

 
 Ᏻ⸨ 㤶（科学技術⯆機構）ۑ

 

 

 
1㸬はじめに 

 第 4期科学技術ᇶ本計⏬においてはࠊ科学技術政策を♫会及び公ඹのための主要な政策の୍ࡘとしてࠊ

ᩍ⫱ࡸ㜵⅏などの㔜要政策と連ᦠしながら推㐍していくこととしている。ࡑのためにࠊ研究開発の推㐍

からࡑࠊの成果の活用に⮳るまでࠊ科学技術政策とイノベーション政策を୍体的ࠊ総合的に推㐍するこ

とが掲ࡆられࡑࠊの୍⎔としてࠊ研究資㔠ไᗘのプログラム化に向けた㆟論がなされているi。この୰でࠊ

我が国の現状としてࠊ研究開発施策の実行において「プログラム」概念ࠊ⤌みがあまりᾐ㏱しておら

ずࠊಶࠎのプロジ࢙クトが施策の୰心的な実行ᡭ段となっているሙ合がከいことࠊ研究資㔠ไᗘにࡘい

ては᳨ࠊドྍ⬟な┠ᶆが示されていないࠊไᗘ体の┠ᶆがあいまいなためにࠊಶࠎのプロジ࢙クトの

ᙺが明確であるሙ合がከいࠊ⬟動的・機動的なไᗘの見┤しが行われているとは必ずしも言えないࠊ

などの指摘がなされている。ᚋࠊ公的な研究資㔠ไᗘを推㐍する主体がこれらに対応していくために

はࠊプログラムとしての┠ᶆ㐩成に向けてഛえるべき機⬟とࡑࠊれをᢸうアクターの確ಖが必要となる。 

 JST ♫会技術研究開発ࢭンター（5ISTE;）ではࠊ♫会問題のゎỴを┠指してࠊ研究開発成果の♫会実

をᙉく念頭においた公ເ型プログラムを㐠用している。♫会問題ࡈとに研究開発領域をタ定しࡑࠊの

୰で 1㸫2ಶの公ເ型研究開発プログラムを㐠用している。ࡑこで本報告ではࡘ4ࠊの研究開発領域おい

てࠊ領域ないしプログラムとしての┠ᶆ㐩成ࠊ成果ฟに対する考え方ࡸල体的なྲྀ⤌みࠊアクターの

関わり方などを調査した結果にࡘいて報告する。 

 

2㸬調査の概要 

 調査対㇟は5ࠊISET; の「科学技術と人㛫」（平成 17-24 年ᗘ）ࠊ「≢⨥からの子どものᏳ」（平成 19-24

年ᗘ）ࠊ「ᆅ域に᰿ࡊした⬺ ᬮ化・⎔ቃඹ⏕♫会」（平成 20-25 年ᗘ）ࢥ」ࠊミࣗࢽテでる新しい㧗

㱋♫会のデࢨイン」（平成 22-27年ᗘ）の 4研究開発領域とした（⤊年ᗘにࡘいてはண定をグ載）。5ISTE;

では平成 24 年 9 月現在ࡘ5ࠊの研究開発領域を推㐍しているが4ࠊ研究開発領域は発㊊から 2年以ୖ経

過しࠊすでに採ᢥプロジ࢙クトが研究開発を㐍めているのに対し1ࠊ 研究開発領域は年ᗘ発㊊しࠊල

体的なプロジ࢙クトが動きฟしていない状況であることを㋃まえࠊ対㇟を⤠ることとした。この୰でࠊ

「科学技術と人㛫」以እの 3研究開発領域はࠊ領域ෆに ことかࡘの公ເ型研究開発プログラムをᣢࡘ1

らࠊ領域を୍ࡘのプログラムとᤊえることができる。「科学技術と人㛫」研究開発領域にࡘいてはࠊ領

域ෆに 2 1ࠊの公ເ型研究開発プログラムがありࡘ プログラムはࠊ成果の♫会実ࡸプログラムとして

の成果をព識する現在の 5ISTE; の方㔪以๓にタ定されࠊ平成 20 年ᗘに⤊している。ࡑのためࠊ調査

対㇟はࠊ現方㔪のୗにタ定された 1プログラムにおけるྲྀ⤌みが୰心となっている。ྛプログラムは発

㊊年ᗘから 3年㛫はẖ年 1ᅇプロジ࢙クトの公ເを行い17 -12ࠊ ಶのプロジ࢙クトを推㐍している。領

域ࡸプログラムの㐠Ⴀはࠊプログラム・࢜フサーである㠀ᖖの領域総ᣓࠊ領域総ᣓ⿵బ（「科学技

術と人㛫」のみ）ࠊ領域総ᣓに対してᑓ㛛的なຓ言を行うእ部᭷識者でࠊ研究者ࠊ実ົᐙからなる領域

アドバイࢨー10 ྡ๓ᚋࡑࠊして 5ISTE; ࣓ンバーが行っている。5ISTE; はࢭࠊンター長ࠊフ࢙ローグル

ープࠊ⏬㐠Ⴀᐊの࣓ンバーが㐠Ⴀにᦠわるがྛࠊ領域のᑓᚑ者は平成 24 年 9 月現在ࠊフ࢙ローグル

ープ ⏬㐠Ⴀᐊࠊ1ྡ 2ྡとなっている。 

 調査方ἲは5ࠊISTE; のウࣈ࢙サイト➼でᚓられる公開情報に加えࠊձフ࢙ローのアンࢣートࠊղフ

以ୖのࠊのインタビࣗー総ᣓ⿵బࠊճ領域総ᣓࠊのグループインタビࣗーロー࢙ 3ステップを計⏬

している。ձではࠊ領域のᇶ本的な考え方ࡸල体的なྲྀ⤌みࠊㄢ題にࡘいて調査しࠊղでෆᐜ確認及び

深ᇼ調査を行うとともにࠊ領域のフ࢙ロー㛫で㆟論することでࠊ㏣加的なྲྀ⤌みࡸㄢ題ࠊ領域㛫のඹ

通点ࡸ┦㐪点をᢳฟすることを┠的とする。ࡑのୖでճを行いࠊ領域総ᣓࠊ総ᣓ⿵బの立ሙからࠊ領域
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領域の考え方をྛࠊձղの結果と↷合することでࠊいて調査しࡘプログラム㐠Ⴀに対する考え方➼にࡸ

明確にするとともにࠊ総ᣓとフ࢙ロー㛫の┦㐪➼にࡘいても᳨ウする。 

 アンࢣートではࠊ以ୗの㡯┠にࡘいて調査を行った。 

 （1）領域ないしプログラムとしての成果・┠ᶆ㐩成をどのように考えているか 

 （2）（1）にᇶ࡙きල体的にྲྀ⤌ࢇでいることࡸࠊるべきと考えているができないことࡑࠊの⌮⏤ 

 （3）（2）をࠊㄡが考えࠊ関与して㐍めているか 

 （4）プロジ࢙クトࡸ領域ࠊプログラムの成果を♫会・政策にࡘなぐのはࠊㄡが行っているか 

 成果ࡸのල体的なྲྀ⤌みࡑ    

 （5）プロジ࢙クトࡸ領域ࠊプログラムの成果を♫会・政策にࡘなぐのはࠊㄡが㐺ษかࡑࠊの⌮⏤ 

 ➼ㄢ題ࠊのព見ࡑ（6） 

 これらの調査を通してࠊ研究資㔠ไᗘをプログラム化しࠊ研究開発成果をㄢ題㐩成に結び付けるୖでࠊ

プログラムにどのような機⬟ࡑࠊࡸれをᢸうアクターが必要かࠊプログラム㐠Ⴀの現ሙのኌをᇶに᳨ウ

することとした。 

 

3㸬結果 

 本✏の୰ではࠊձフ࢙ローのアンࢣート調査までの結果の概要を㏙べる。まずࠊ領域ないしプログ

ラムとしての成果・┠ᶆ㐩成にࡘいての考え方にࡘいてはࠊඹ通してࠊ༢にಶࠎのプロジ࢙クトがඃれ

た成果をฟすればよいとの考え方ではないことが❚えた。アンࢣートは」数㑅ᢥᙧᘧでࠊ㔜要とᛮう

㡰␒が分かるようにᅇ⟅を要ㄳしたところࠊよりከくඃれたプロジ࢙クトの成果を⏕みฟすことが第୍

に㔜要であることはඹ通していたがࠊᣮᡓ的あるいはࢽッチな問題を対㇟としたプロジ࢙クトを୍定数

ྲྀりୖࡆることࠊࡸプロジ࢙クト㛫の連ᦠಁ㐍ࠊ領域ࡸプログラムを通して見ฟされた新たなㄢ題の提

示ࡸ提言ࠊ♫会的౯್をฟする研究開発マࢿジ࣓ントの事提示ࡸ提言にࡘいてもࠊ㔜要であると

ဨがᅇ⟅していた。ただしࠊ㔜要とᛮう㡰␒は異なっていた。またࠊ人的ࢿット࣡ークの構⠏ࠊ新たな

学問領域の確立にࡘいてはࠊ㑅ᢥしない領域があった。 

 ḟにࠊල体的なྲྀ⤌みࡸㄢ題にࡘいてみてみるとࠊいずれの領域においてもࠊඃれたプロジ࢙クトの

成果ฟに向けてࠊまずはⰋい提をび㎸ࡴためにࠊእ部᭷識者のインタビࣗーによる問題ព識の

᥀りୗࡸࡆ関与者の᥈⣴を行ったり࣡ࠊークショップࡸ公開シンポジウムの開催ࠊເ㞟要㡯の୰の「総

ᣓの考え方」などを通じてࠊホ౯のポイントࡸ㔜点分野を示しࠊびかけることなどを行っていた。領

域総ᣓࡸアドバイࢨーなどࠊ領域ࡸプログラムをマࢿジ࣓ントするഃだけでなくࠊ公ເで採ᢥされたプ

ロジ࢙クト実施者とも༠㆟しながらࠊ公ເに向けて問題認識を深めていく領域があった。またࠊ採ᢥᑂ

査システムࡸホ౯㡯┠の改善に向けてࠊ提書フ࢛ーマットࡸホ౯㡯┠・ᇶ‽の整⌮ࠊ方ἲの見┤しな

ど3ࠊ ᅇの公ເの୰でከ少の変᭦をヨみている領域があった。ㄢ題としてはࠊ領域立ࡆୖࡕᙜึにస成

した領域の概要がࠊ対㇟とする問題の⠊ᅖを⊃めているという༳㇟を与えたのではないかࠊ㏫にࠊ⠊ᅖ

がᗈすࡂて₍↛としていたためࠊ立ࡆୖࡕᚋに対㇟を明確化するస業ࠊࡸ㑅考にᦠわるアドバイࢨーと

のព識ඹ᭷の㛫が必要であるとឤじている領域があった。またࠊ♫会問題をฟ発点としていることか

らࠊ領域ࡸプログラムෆのᢅうල体的な問題ࡸ分野がከᒱにわたるためྛࠊ提がどれだけᣮᡓ的でࢽ

ッチかなどを10ࠊ ྡ๓ᚋのアドバイࢨーでてをカバーすることが㞴しいとのᅇ⟅があった。᭦にࠊ科

学的ࠊ♫会的ഃ面の୧方から提のホ౯を行う必要がありࠊ採ᢥᑂ査システムの୰でࠊこれらのホ౯を

㐺ษに行うことの㞴しさが❚えた。 

 採ᢥᚋのプロジ࢙クトに対するマࢿジ࣓ントにࡘいてはࠊ領域総ᣓとプロジ࢙クト代表者のಶ別面ㄯ

࢙ーに対するプロジࢨアドバイࡸ領域会㆟での総ᣓࠊのサイトビジットクトの活動現ሙ࢙プロジࠊࡸ

クトの㐍䬖報告ࠊプロジ࢙クトの実施者が㞟う領域合ᐟでの報告と㆟論などはࠊ領域ඹ通して行っ

ていた。୰には1.5ࠊ か月に 1 ᅇどࠊ定期的にプロジ࢙クトから㐍䬖報告をồめる領域ࠊࡸ年ḟ報告

書のヲ⣽な査読と書き┤しを要ㄳするものࠊプロジ࢙クトの問題ព識ྲྀࡸ⤌みを整⌮・ඹ᭷するためにࠊ

研究開発計⏬書とは別にプロジ࢙クトඹ通のフ࢛ーマットをస成してࠊプロジ࢙クトഃと領域ഃとで༠

㆟しながらまとめていくものࠊプロジ࢙クトࡈとにᢸᙜアドバイࢨーをỴ定しࠊ୧者が୰心となって㆟

論するሙをタ定するものࠊ༠ാྍ⬟なプロジ࢙クトࠊࡸいを⿵したりࠊ㊊しているど点を⿵える

ようなプロジ࢙クトをࡘなぐྲྀ⤌みをするものࠊプロジ࢙クト横᩿的なタスクフ࢛ースをタ置するもの

があった。ࡑれらの結果としてࠊ領域ࠊプログラムにおいてࠊにはプロジ࢙クトに対して研究開発

計⏬の変᭦要ㄳを行っていた。ෆᐜとしてはࠊ研究代表者変᭦の要ㄳࡸグループの㏣加・๐㝖をྵめた

見┤しࠊ問題の現ሙでྲྀ⤌ࡴ༠ാ者の㏣加といった研究体ไに関わるものࠊࡸ研究実施㡯┠の㏣加・๐
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ῶࠊ体的な見┤しࠊእ部᭷識者による第୕者ホ౯の実施要ㄳなどࠊ実施ෆᐜに関わるものࠊᆅ域実ド

の᪩期化ࡸ研究開発期㛫の▷⦰などスࢣジࣗールに関わるものࠊண算の⦰ῶなどࠊከᒱにわたっていた。

またࠊ୰にはࠊのຓ成㔠などの⤂ࡸ⏦ㄳᨭのようにࠊプロジ࢙クト成果の♫会実ࡸ⥅続に向け

たサポートを行う領域があった。ㄢ題としては4ࠊ 領域のうࡕ 3 領域がࠊアドバイࢨーの✚ᴟ的な関与

ࡆクトに対するホ౯ᇶ‽のタ定の㞴しさをᣲ࢙プロジࠊていた。またࡆᐦな連ᦠが㞴しいことをᣲ⥥ࡸ

ている領域があった。♫会問題のゎỴを┠指していることからࠊᚑ᮶の▱識⏕産型の研究開発のようにࠊ

論文がከく⏕産されればよいというわけではない。研究開発ෆᐜはࠊᆅ域でのアクションࣜサーチを୰

心とするプロジ࢙クトがከくを༨めるがࠊ୰には実㊶活動ばかりで研究開発にまで⮳らないものもある

とのㄢ題を指摘する領域があった。 

 人的ࢿット࣡ークの構⠏にࡘいてはࠊタ問（1）で㑅ᢥしていない領域ྵめࠊ領域が年に 1 ᅇࠊ関

係者によるἩまり㎸みの合ᐟを行いࠊ領域ෆのࢿット࣡ーク構⠏にດめている。ࡑのࠊⱝᡭのࢿット

࣡ーク構⠏に向けた⤌⧊సりࠊࡸプロジ࢙クトのサイトビジットをマࢿジ࣓ントഃだけでなくプロ

ジ࢙クトの実施者にもびかけ流をಁすものࠊプロジ࢙クト㛫の༠ാをಁすとともに領域እの情報

発信をවねてࠊ」数プロジ࢙クトによるシンポジウム➼の提ເ㞟を領域ෆで行うものもあった。領域

እのࢿット࣡ークにࡘいてはࠊインタビࣗーによる関与者の᥈⣴ࡸ公開シンポジウムの開催ࠊウࣈ࢙サ

イト࣓ࡸールマ࢞ジンでの情報発信などを通じてྲྀ⤌ࢇでいた。しかしࠊ領域ᢸᙜ者のᡭがᅇらずࠊ定

期的な情報発信などが㞴しいとㄢ題をあࡆるものもあった。 

 領域ࡸプログラムを通して見ฟされた新たなㄢ題の提示ࡸ提言を⏕みฟしていくことにࡘいてはࠊ

領域が㔜要と考えていた。領域ෆの合ᐟࡸタスクフ࢛ースࠊእ部᭷識者をえた࣡ークショップ➼を✚

み㔜ねて༠㆟しࠊ領域としての報告書ࡸ提言をࠊシンポジウムなどを通じて発信していくྲྀ⤌みを行っ

ている。ㄢ題としてࠊアドバイࢨーの関与のపさをᣲࡆる領域があった。 

 ♫会的౯್をฟする研究開発マࢿジ࣓ントの事提示ࡸ提言にࡘいてはࠊ㔜要ᗘの㡰はపいもの

のࠊ領域が㔜要とᅇ⟅していた。プロジ࢙クトのྲྀ⤌みࡸ成果どうホ౯するかを領域ෆでጤဨ会を立

㆟論をする୰ࠊいて指摘しࡘクト実施者がホ౯の㞴しさに࢙合ᐟの୰でプロジࠊࡸウする領域᳨ࡆୖࡕ

でプロジ࢙クト㛫連ᦠに結びࡘいた事をᣢࡘ領域があった。科学的なホ౯に加えࠊ♫会変化ࡸ♫会問

題のල体的なᐤ与などࠊ♫会的なホ౯をྵめた新たなホ౯方ἲのฟが必要であるとの認識からྲྀ⤌

まれていた。またࠊプロジ࢙クトࡸアドバイࢨーのࣜࣖࣄングࠊアンࢣートによる調査ࠊ領域会㆟で

の㆟論を通じてࠊ実際に行っているマࢿジ࣓ントの方ἲにࡘいて᳨ウしࠊフ࢙ローが学会発表を行う領

域ࠊࡸ୰㛫ࠊ事ᚋホ౯のホ౯指ᶆࡸ報告書フ࢛ーマットに対して改善をồめた領域があった。ㄢ題とし

てࠊ研究開発ホ౯ࡸマࢿジ࣓ントに関する▱識・分析技術をᣢࡘアクターの関与㊊5ࠊࡸISTE; ෆでྲྀ

⤌みࡸ問題ព識のඹ᭷が༑分と指摘する領域が」数あった。 

 ྛ領域ではࠊ採ᢥᚋのプロジ࢙クトのマࢿジ࣓ントࡸ領域としてのྲྀ⤌みをᵝࠎ行っていることが

❚えた。これらのྲྀ⤌みにࡘいてࠊㄡが考えࠊ関与して㐍めているのかを調査したところྲྀࠊ⤌みによ

って異なるもののࠊ体的な傾向として2ࠊ 領域は総ᣓが主に考え2ࠊ 領域はフ࢙ローがかなり提を

行っているᵝ子が❚えた。またࠊアドバイࢨーが提を行う領域もあった。領域㐠Ⴀは総ᣓの考え方に

㠀ᖖにᕥྑされるとの指摘もありࠊ総ᣓࠊアドバイࢨーࠊフ࢙ローの⤌み合わࡏのバランスが㔜要とᛮ

われた。 

 プロジ࢙クトࡸ領域・プログラムの成果をㄡがどのように♫会・政策にࡘないでいるかをᑜねたとこ

ろࠊಶࠎのプロジ࢙クトだけでなくࠊ領域としてのྲྀ⤌みをྛ領域が行いࠊ領域の㏵୰段階であっても

成果をฟしࡘࡘあることが❚えた。成果をࡘなぐල体的なྲྀ⤌みにࡘいてはࠊアクションࣜサーチとし

て研究を行いながらの実展開と⥅続のための研究費⋓ᚓࠊウࣈ࢙サイトࡸシンポジウム➼を通した情

報発信࢞ࠊイドラインࡸマࣗࢽアルࠊ書⡠➼のస成と㓄信ࠊ実をᢸう NPO ἲ人ࡸ研究会のタࠊ既存

の NPO ⛬公的政策ᙧ成過ࠊの提言➼学術界ࠊ行政機関ࠊ㤳長ࡸ政ᐙࠊ業での事業展開の᳨ウࡸ

の┤᥋的㈉献ࠊἲไᗘ化に向けたྲྀ⤌みなどがᣲࡆられた。 

 ㄡが成果をࡘなぐのが㐺ษとᛮうかとの質問に対してはࠊ総ຊᡓで行うべきࠊとᅇ⟅した領域がある

ようにࠊㄡか୍人がྲྀ⤌めばよいとはどの領域も考えていなかった。まずࠊಶࠎのプロジ࢙クト成果に

༠ാする実ົᐙが行うのが㐺ษであるとのᅇ⟅が」数あった。プロジࡸクト実施者࢙プロジࠊいてはࡘ

なࡘ会・政策に♫ࠊ関係者でありࡸ成果にᙉいព識と㈐௵ឤを᭷しているのは実施者ࡸクトのྲྀ⤌み࢙

ぐうえではࠊ実㊶を⥅続していくຊとࠊ経験に付けられたㄝᚓຊが必要であるためᙜ事者が最も᭷ຠ

であるࠊ実展開に必要な対㇟アクターを▱っておりࠊ既にࢿット࣡ークを᭷していることもከいࠊと

いったᅇ⟅があった。୍方でࠊプロジ࢙クトが提する問題ゎỴ策のプロトタイプをྠࠊ分野ࡸ㞄᥋す
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る分野・領域と横展開していくためにはࠊ総ᣓࡸアドバイࢨーのຊࢿࠊット࣡ークが必要であるとの

指摘ࠊࡸ実のල体的なຓ言を期ᚅして研究者以እの人ࠎにもアドバイࢨーにᑵ௵いただいたࠊとの

ᅇ⟅があった。しかしࠊアドバイࢨーの⇕ពࡸ関心が必要であることをㄢ題として提示するものがあっ

た。ࢭンター長ಶ人ࢭࠊࡸンターの⏬㐠Ⴀᐊに対してࡘなぐ機⬟を期ᚅするኌも」数あった。-67 ࡸ

関連省ᗇࠊ日本学術会㆟➼に対する発信ࡸ影響ຊにはಶ別プロジ࢙クトからの期ᚅも大きいと指摘する

ものࠊ領域にࡘいての活動もᢕᥱしているというᙉみがありࠊ♫会・政策ࡘなࡆるためのከᵝな方

ἲ論を提示しうると考えるものがあった。またࠊ総ᣓࡸアドバイࢨーからࠊ実ࡘࡸなぐことがⱞᡭな

研究者は少なくないためࠊ領域横᩿的にࡘなࡂᙺに≉化した人をࢭンターが㓄置すべきࠊ研究者ಶ人が

政策提言してもཷけ入れられることは㞴しくࠊ政策提言などはࢭンターのྡ๓で行うべきࠊといった指

摘がなされたとのᅇ⟅があった。しかしࠊᆅ域の状況ᢅࡸうㄢ題もᵝࠎであるためࠊಶࠎにᰂ㌾に対応

すべきでありࠊ現段階では⏬㐠Ⴀᐊ主ᑟは㞴しいࠊ領域関係者に実にヲしいࠊもしくはពḧのある

人材がいないと㞴しいとの指摘もあった。 
  
�㸬まとめ 
 公的な研究資㔠ไᗘの୰にはࠊプロジ࢙クトを採ᢥしたᚋはࠊプロジ࢙クトに対する入をあまり行

わないものもあるがࠊ♫会問題のゎỴを┠指す♫会技術研究開発ࢭンターの 4領域ではࠊ採ᢥᚋも入

しࠊ成果を♫会にࡘなぐことࠊಶࠎのプロジ࢙クトに␃まらない成果ฟもྵめࠊᵝࠎな᳨ウとᕤኵを

㔜ねていた。またࠊ問題にᙉい関心をᣢࡘアクターの関与とࠊㄢ題㐩成型の研究開発ホ౯ࡸマࢿジ࣓ン

トに関する▱識をᣢࠊࡕ実ົに活かࡏるアクターをᚓることの㔜要性が❚えた。ᚋはࠊ領域総ᣓࠊ総

ᣓ⿵బの調査を行いࠊ♫会問題のゎỴに向けた研究開発プログラムにồめられる機⬟ࡸアクターにࡘ

いて᳨ウを㐍めながらࠊ科学技術イノベーション政策の୍体的な展開に向けたㄢ題にࡘいてࠊ事にᇶ

࡙き考えていきたい。 

 

 

                                                  
L 研究開発ホ౯システムの在り方に関するホ౯ᑓ㛛調査会，「研究ホ౯システムの充実に向けた᳨ウのྲྀ

りまとめ」（����）㸬 




